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Ⅱ 徳と効用 :戦争への対応
Ⅲ 理性の徹底 :知識から祭典へ

































































































































































































































































































































































































































































































































えもエコール ･ポリテクニック (理工科学校)と変更して,さらにはこの学校における ｢有用
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16) 前出 『資料 フランス革命』505,512,516ページ｡
17) Rapportsurl'btablissementdel'Ecoledemars,Moniteur,t.XX,pp.6231625.
18) Rapportsurl'Ecoledemars,Moniteur,t.XXII,pp.311-312.

























































































人 文 学 報





















































































































































































































人 文 学 報
なった｡89年に生じた白紙状態を前にして,理性は社会秩序の再編成-の壮大な夢を描き,そ
の夢はほとんど実現したけれども,しかし他方でこのうえない悪夢にも転じたのである｡ 合理
主義は,ときとして非合理的な形式によって追求されることがある｡これもまた ≪啓蒙の弁証
法≫なのだ｡
｢大部分の知識人たちは,出来しつつある事件のたんなる観客にとどまっていた｡誰も革命
にたいして公然と敵対Lはしなかった｡何人かは革命に参加した｡偉大な光景に心を動かされ,
社会組織の改編のなかに,みずからの理論を応用し実現する手段を兄いだしたひとびとである｡
彼らは革命を統御できると考えていたが,革命に引きずられてしまったのだった｡｣このよう
に革命期の科学者や芸術家の辿った跡を要約しているのは,中央公共事業学校の第1期生で,
のちにコレージュ･ド･フランスで数学を教え,やがて学士院の会員ともになったビオーであ
る｡事件の直後であるにもかかわらず,それを自然科学者らしく冷静かつ単純に見つめようと
するこの回想は,とりわけ当時の科学者の活動を理論の現実化としてとらえている点をふくめ
て,彼らにたいする共感ではないまでもある種の実感をわれわれに伝えている｡これまでしば
しばふれてきたヴアンダリスムを告発する言説とは,大きな隔たりがここにはある｡ 革命を導
こうとしてかえって革命に足をとられたひとびとを,彼はけっして非難せずに言葉をつづける
だろう｡｢だが当時ひとは希望にあふれていたのだ｡自由の愛が誇張でしかなく,人間をより
よくまたより幸福にするという願いが幻想にすぎないとしても,そのためにみずからの生命を
代償にしたひとびとの過ちは許すことができる2)｣と｡ ビオーの結論と同じく,約5年間にわ
たる激しい政治的動揺のなかで,科学と芸術とが辿った軌跡をみてきたわれわれの結論もまた,
政治と結びついた知識がまったくの無意味なものであり,結果として破壊と反動以外のなにも
のももたらしはしなかったというものではない｡もっとも理工科学校の設立などに着目して,
科学的な知識は市民のあいだに渉透して,そこからきたるべき工業の時代が準備されたことの
評価をめざしたわけでないのはいうまでもないけれども｡ 積極的にであれ消極的にであれ,す
でにおきたことがらについて,結果の側から評価を下すことにはほとんど意味がないのだ｡理
性の夢- 革命の開始とともに緊密化し拡大するが,ジャコバン独裁の成立ののちには大きな
逸脱へと向い,やがてその反動を経て閉鎖的ないし後退したものに変容する知識と社会の関係,
またそこで極端なかたちで呈示された両者のあいだの力学を確実に把撞すること,これこそが
フランス革命という時代において科学と芸術の占めた位置を検討することの,第一の目的であ
ったのである｡
1) 美術館における公開と保存の原理のあいだの矛盾について,詳しくは拙稿 ｢美術館の誕生｣(井
上俊編 ｢地域文化の社会学』世界思想社,1984年所収)をみられたい｡
2) EsaiCurl'histoireginiraledessciencespendanthzRivolutionfranfaise,Paris,1803,p.34.
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